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特 色 あるラボデザイ ンの 事 例 集

■ 全国の大学や研究機関の特色あるラボデザイン２５事例を、写真や図面を多く用いてわかりやすく解説

■ ウェット系／ドライ系(※)の別、産学官連携施設／学内専用施設の別に分類して整理

■ の４つの観点から特徴を紹介

■ 構想・計画段階から完成後の運用段階まで役立つ、ラボデザインのポイントを整理

特 徴

掲 載 例

※ ウェット系 ： 薬品、水などを用いた実験・研究等に適した仕様のラボラトリー

ド ラ イ系 ： コンピューター等を用いた模擬的な実験・研究等に適した仕様のラボラトリー

名古屋大学 WET/連携 ITbM トランスフォーマティブ生命分子研究所

Mix-lab （ミックス・ラボ）

4階実験室：Mix-lab

内部階段を介して研究室と実験室の密接な関係を
構築し、視覚的・距離的な一体感と各実験室の独立
性を確保している。

オープン コミュニケーション

5階研究室：Mix-office

壁や各グループの占有スペースを設けておらず、
異なるグループが自由に着席することによって、自
由な議論や研究への相乗効果を生み出す環境を構築
している。

オープン コミュニケーション

設計会議にはITbM研究者と施
設・環境計画推進室・施設管理部で
組織するCMGが参加し、議論でき
る体制を構築。また、設計段階より
「コミッショニング」を導入し、施
工・運用段階に至るまで性能検証を
継続的に行い、建物・設備の要求性
能の確実な実現を目指した。

ITbMは、合成化学、植物科学、動物科学、理論科学の分野で世界をリードする研究者が参画し、研究グループ
の枠にとらわれない組織作りを進めており、研究分野をも超えた「Mix」をキーワードに、すべての研究者が一体
となって研究を行う「Mix-lab」を設置し、化合物を合成するすぐ隣で生化学の実験が行われ、また理論化学グ
ループとも常に意見交換できる環境を実現している。



筑波大学 WET/連携 睡眠医科学研究棟

東京農工大学 DRY/学内専用 工学部14号館 ＜ベンチャー研究室＞

プログラミング研究室から見た機械工学研究室

象徴的な螺旋階段と回遊廊下をもつ吹抜

睡眠医科学研究棟は、文部科学省「世界トップ
レベル研究拠点プログラム（WPI）」として、睡
眠に関する創造的研究の場と、その基礎となるマ
ウス等を主とした飼育実験施設という二つの機能
を融合させた施設である。

間仕切りのない研究員オフィス

オープンな研究員オフィス。奥
には主任研究者の個室がある。

オープン

｢ラボエリア｣､｢ラボサ
ポートエリア｣､｢シェ
アサポートエリア｣と
いう構成で、機能的か
つ効果的な研究・実験
環境としている。

基準階（2～4階）のゾーニング

ベンチャー・ジェンチャン先生の研究室は、事務部門だった建物の耐震
改修工事の際に工学部14号館として用途変更した建物の1階に位置する。

ここでは研究スペースと実験スペースが共存しており、ロボットの制御
（プログラミング）と制作（機械工学）等の異分野を研究する教員・学生
の交流の場として、多言語で活発な議論が行われている。

窓が南面のみのため、透明な引
き分け戸を採用し、部屋の奥まで
採光を確保している。

採光を最大限取り込む南面

コミュニケーション ｾｷｭﾘﾃｨ/ｾｰﾌﾃｨ

ロボットが室内を自由に移動で
きるよう、床はOAフロアで段差を
無くし、配線は床下に納めてある。

研究室間を自由に移動するロボット

コミュニケーション フレキシビリティ



今回の事例収集により得られた知見を基に、

今後のラボデザインにおけるポイントを整理。

構想・計画段階 … ✓ユーザー・専門家の参画
✓基本構想・計画の策定
✓コストマネジメント 等

設計・施工段階 … ✓リノベーションにおける工夫
✓設えの工夫
✓メンテナンス性の確保 等

運 用 段 階 … ✓家具・什器等の配置
✓スペース利用の効率化
✓共用スペースの環境維持

（お問い合わせ先）

文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部

参事官（施設防災担当） TEL 03-5253-4111（代表）

設計のコンセプトとプロセスを紹介

特徴を４分類のアイコンで表示

写真と図面を多く用いて解説

設計・工事期間、規模、建設費

等の建物概要及び諸元を掲載

構 成

Lab Design （事例集本編） ：


